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中学校 地理的分野 社会科学習指導案 
 

１ 単元名：Ｃ 日本の様々な地域 ⑷ 地域の在り方＜（1）地域調査の手法を含む＞ 
小単元名：身近な地域の調査（６時間扱い） 
 

２ 小単元の目標 

・身近な地域に着目して観察や野外調査などの調査の視点や方法の基礎を理解するとともに、目的や⽤
途に応じた地理的技能を身に付ける。 

・「身近な地域の調査」を通して、史跡や景観のみならず、伝統⾏事や⾃然現象、歴史・⽂化など観光
の視点から身近な地域について学び、その魅⼒や課題を知り、発信することで地域への参画意識や課
題解決能⼒の向上を図る。 

３ 小単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう姿勢 

①身近な地域の地域的特色や観
光資源について理解し、その知識
を身に付けている。 
②学習課題を追究するために、観
察や調査を⾏い、図・統計そのほ
かの様々な資料を収集している。 

①身近な地域の観光資源とそ
の将来像について、学習課題
を設定し、学習課題を追究す
るための視点や方法を多面
的・多角的に考察して調査計
画を⽴て、それを適切に表現
している。 

①身近な地域の調査を⾏う
際の視点や方法を基に、地域
の調査とその地域的特色や
観光資源の将来像に対する
関心を高め、それを意欲的に
追究し、捉えようとしてい
る。 

４ 教材の特色－「観光」の視点から 

中心となる観光の要素：身近な地域の理解、郷土愛、地方創生、観光資源の創出、持続可能な観光 
 
生徒たちの暮らしとかかわりの深い身近な地域における  

諸事象を取り上げ、観察や調査などの活動を通じて、生徒が
生活している土地に対する理解と関心を深めるとともに、市
町村規模の地域の調査を⾏う際の視点や方法、地理的なまと
め方や発表の方法の基礎を身に付ける学習である。その際、
観光の視点から地域的特色や将来の地域の発展を考えること
で、特に、観光資源（※）は史跡や景観のみならず、伝統⾏
事や⾃然現象、歴史・⽂化など広範に及ぶことから地域の特
色や魅⼒を具体的、かつ多角的にとらえることが可能であることから、地域の課題に主体的に取り組
むことができる。 

※観光資源とは、人々の観光活動のために利⽤可能なものであり、観光活動がもたらす感動の源泉となり得るもの、人々を
誘引する源泉となり得るもののうち、観光活動の対象として認識されているものである。 

例えば、史跡、神社・寺院・教会、城跡・城郭・宮殿、集落・街、庭園・公園、建造物、年中⾏事（祭り・伝統⾏事）、高
原・湿原・原野、湖沼、河川・峡⾕、滝、海岸・岬、岩⽯・洞窟、⽕⼭現象（噴⽕・泥⽕⼭現象、地獄現象など）・潮流現
象（渦流、潮流など）・気象現象（樹氷、霧氷、流氷など）などの⾃然現象、郷土景観（その土地の⾃然環境や歴史、⽂化
を表す特徴的な景観）などである。 

[参考・引⽤⽂献「観光資源の分類や評価とその活⽤に関する研究」公益財団法人日本交通公] 

５ 指導計画（6 時間扱い） 
 第 1 時 身近な地域の特色と魅⼒について観光という視点から考えよう 
 第 2 時 グループで⾝近な地域の特色や魅⼒を観光資源として調査しよう（本時） 
 第 3 時 野外調査（地域調査）に⾏こう 
 第 4 時 野外調査（地域調査）をもとに、他の資料を収集し、調査を深めよう 
 第 5 時 各グループで調査結果を検討し、発表資料を作成しよう 
 第 6 時 観光の視点から身近な地域の将来像を提案しよう。 
 

 
６ 本時（第 2 時間目／6 時間扱い） 

（1）本時の目標 
〇グループの話し合いを通して、調査結果の⾒通しをもち、適切な調査計画を⽴てよう。 

（2）本時の展開 
  

 過程 
○学習活動 

・学習内容、予想される児童の反応 
・指導上の留意点、☆資料 
【評価基準】（評価方法） 

導
入(

５
分) 

〇身近な地域や観光資源を調査するには、どのような調査方法が
あるのかを考える。 
・⽂献調査（市区町村が作成した資料、インターネットなど） 
・野外調査（ルートマップの作成など） 
・聞き取り調査（質問事項など） 

・観光資源にはどんなものがあ
るか確認する。 

展
開(35

分)

① 

〇調査するテーマをグループで話し合う。 
・身近な地域の特色とその魅⼒や観光資源を発表する。 
・地域の変化の様子や観光に係わるテーマを考えさせる。 
 

〇身近な地域の特色とその魅⼒や観光資源に係わるテーマに基
づく、調査計画を⽴てる。 

○グループごとに仮説を⽴てさせる。 
・テーマに関わる調査には、どのような方法が適切かを考える。 
・調査の⾒通しを持たせるとともに、計画をできるだけ具体化さ

せる。 

・身近な地域の特色で観光資源
の可能性があると考えられ
るものにも注目させる。 

・グループ同士で調査テーマが
重複しないようにする。 

・地図や写真、⽂献などの諸資
料の収集方法を考えさせる。 

 
☆市区町村史、市区町村や観光

協会、郷土資料館が作成した
資料、各種統計資料など 

☆(タブレット PC の使⽤) 

ま
と
め(5

分) 

○調査で確かめたいことや調査方法を整理し、調査計画書にまと
める。 

☆調査計画表 
【思判表】 
グループ活動を通して適切な
調査テーマを設定し、仮説を⽴
て、調査結果の⾒通しや調査計
画を⽴てている。（ノート） 

学習問題 
身近な地域の特色や魅⼒を、観光資源として調査しよう。 

・訪れる人たちの目的は何だろう。 
・どんな人に、どのくらい利⽤されているだろう。 
・⾃慢したいところを⾒つけよう。 
・調査の役割を決めよう。        など 
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中学校 歴史的分野 社会科学習指導案 
 

１ 単元名：身近な地域の歴史 
小単元名：身近な地域の歴史と観光（６時間扱い） 
 

２ 小単元の目標 

・身近な地域の歴史の学習を通じ、地域の歴史的特色や魅⼒に気付き、地域に対する愛着を深めるとともに、
身近な地域の歴史的事象の意味や深層を理解し、歴史を学ぶ意欲や歴史学習への興味・関心を高める。 
・現地での⾒学・調査を踏まえ、地域の有識者との面談、話合いや議論するなど、調べたことや考えたこと
をまとめて、表現するなどの主体的・対話的な学習を通じ、「歴史の調べ⽅」「課題の⾒つけ⽅」「課題の解
決の仕⽅」「調べて解決した内容を表現していく⼒」など歴史の学び⽅を身につける。 
・身近な地域の博物館や郷⼟の歴史資料館をはじめ、展⽰資料や取り扱われている史跡、関係する歴史的な
景観や遺物など地域にある歴史学習の資源を観光資源として来館者や地域の観光の魅⼒ある資源として意
識させることで、⼀層の郷⼟への愛着を育成するよう⼯夫する。 

 

３ 小単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう姿勢 

・身近な地域の博物館などの
展⽰内容から、郷⼟の歴史
的事柄・事象を理解するこ
とができる。 

・当該館に関する資料やグラ
フなどから、当該館の現状
と課題を読み取ることが
できる。 

・身近な地域の歴史的資料館の特
徴や課題から、多くの人が訪れ
る⽅策を考え、適切な提案を選
択することができる。 

・身近な地域の歴史的な特徴を他
の人にもわかりやすく表現でき
る。 

・身近な地域の歴史的施設にさらに
多くの人が来場してくれるように、
どんなことをすればよいか積極的
に考えることができる。 

・歴史を⾃ら進んで学ぶ態度を身に
付け、他の意⾒など受容し、深い学
びを得ることができる。 

 

４ 教材の特色－「観光」の視点から 

中心となる観光の要素：身近な地域の理解、郷⼟愛、地⽅創生、
観光資源の創出、情報発信 

 
・身近な地域の歴史の学習は、生徒の知識や経験を伴い、生き

生きとした具体的な学習となる。 
・各地域には、規模の大小を問わず、郷⼟の歴史を伝える博物

館や資料館、特色ある美術館などが存在し、専門的知識を持っ
た学芸員などが在駐している。これらを調査対象とすることで、
地域の施設・学芸員の専門性を活用し、効果的な調査の手法が学べ、展⽰・収蔵品の歴史的価値から
地域の歴史に興味をもって考えることができる。 

・調査・⾒学・発表の学習は地域を掘り起こす⼒を持ち、ひいては地域の観光に結び付くことが可能で
ある。学芸員の話や、施設の利用状況等から、訪問者（観光客）の視点に⽴って来館者を増やす⼯夫
を考えたり、まとめた考えを発表し、周囲から評価を得たりすることで、周囲を巻き込んだ地域創生
の機会となり、主体的な学びが期待できる。 

・今まで⾒過ごされてきた事柄について、興味深い所、物、人、事を作り出すことができれば、観光を
生み出すことにつながる。⾃分たちの身の回りの全てが可能性を秘めたものとしてうつり、郷⼟や歴
史に対して、より関心が高まり社会科教育の目指す公⺠的資質の向上につながる。 

５ 指導計画（6 時間扱い） 

 第 1 時 [調べる]  地域にどんな博物館・美術館・資料館などがあるか調べよう 
 第 2 時 [しぼる]  パンフレットやネットで訪問する施設を決めて、特徴を調べよう 
 第 3 時 [訪ねる]  施設を訪ね、学芸員さんから施設の魅⼒を聞き出そう 
 第 4 時 [話し合う] 調べたこと・学芸員さんの話から、施設の良いところ・課題を話し合おう 
 第 5 時 [再訪する] 探し出した当該館の魅⼒（観光資源）や課題を⾒つけ提案を考えよう（本時） 
 第 6 時 [発信する] 施設の魅⼒を伝える観光案内をつくり、効果的な発信をしよう 
 
６ 本時（第 5 時間目／6 時間扱い） 

（1）本時の目標 
・ 当該館を再度訪問し、学芸員の⽅と、学校で調べたことや話し合ったことをもとに質問や疑問

などを話し合ったり議論したりして、主体的・対話的に学ぼうとする態度を養う。 
・ 観光の視点を含め当該館や当該館に関係する地域の史跡や遺物を観光資源とするための提案を

⾏い、当該館の発展に寄与するとともに郷⼟への愛着を養う。 
・ 上記の活動を通して、身近な地域の歴史を再確認し、歴史学習への意欲を高め、歴史の学び⽅

を獲得し、主体的・対話的な深い学びを体験する。 
 

（2）本時の展開  

過程 
○学習活動 

・学習内容、予想される児童の反応 
☆指導上の留意点、資料 
【評価基準】（評価⽅法） 

導
入 

〇当該館の再訪問の目的について確認する。 
・前回の調査内容の報告や疑問点の質問をする。 

○学校で話し合った当該館の魅⼒や課題について報告する。 

☆前回の訪問に対してのお礼・挨拶。 
☆議論が分かれた点などを強調する。 

展
開 

○学芸員の⽅に、報告に対するご意⾒を伺う。 
・着眼点や説得⼒（根拠）についての評価、当館で大切にし
ていることなどを聞き、⾃分たちの報告内容を振り返る。 

○今までの調査や⾒学の中から疑問に思ったことを質問する。 
・多くの人が訪れる施設としての観光資源としての施設と

いう視点も提案する。 
 
 

 
 
 

・生徒個々の考えやアイデアだけでなく、話し合う中から新
しい提案が出てもよい。 

 ・当該館が大切にしていること、⾃慢になることについても
議論する。 

・訪問客が増えた場合の課題についても考える。 

☆学芸員さんと生徒たちが和やかに議論で
きる雰囲気を作る。 

☆資料（第 2・3 時で使用） 
・パンフレット（目玉展⽰物等） 
・入館者数・訪問時期の推移 
・入館者の感想等 
 
 
 
 
☆意⾒として、まとまらなくても良い。いろ

いろなアイデアを出すことを第⼀義とす
る。 

ま
と
め 

・議論したことから得た内容について確認する 
・学芸員さんから再訪についての感想や意⾒を伺う。 
・今後の学習の取り組みについて説明する。 
（観光案内作成と効果的な発信について） 

☆調査や議論を生かし、提案のねらい・根拠
を明らかにするようにする。 

学習問題  
当該館が観光資源として、地域の人々や地域外の人たちなど多くの訪問者
がやってくるための提案を考える。 
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中学校公⺠的分野 社会科学習指導案 
 

１ 単元名：市場の働きと経済 
小単元名：私たちの暮らしと経済 (６時間扱い) 
 

２ 小単元の目標 

・経済活動の意義について、生徒たちの身近な消費生活への視点を大事にしながら経済活動が人間生活の維
持向上を目的とするものであり、経済活動は豊かな生活を送るための手段であることを考えさせる。 
・経済活動の意義を学習する上で、自分たちの消費生活の視点から生活の実感を伴って経済について興味関
⼼を持ち、課題を追究していこうとする態度を養う。 
・経済活動における、対⽴と合意、効率と公正、分業と交換、希少性などについて着目しながら「身近な消
費生活「市場経済の基本的な考え⽅」「市場における価格の決まり⽅」「資源配分」「現代の生産や⾦融など
の仕組みや理解」「勤労の権利と義務」「労働組合の意義及び労働基準法の精神」などを対話的な活動を通じ
て理解することを⽀援する。 
・「個人や企業の経済活動における役割と責任」「職業の意義と役割及び雇用と労働条件の改善」については
グループ討議やディベート、ジグソー活動など多様な形態での学習を通して、多⾯的多角的な考察を⾏い、
思考⼒、判断⼒、表現⼒等を育成する場⾯を設定する。 

 

３ 小単元の評価基準 

知識・技能 思考・判断・表現 学びに向かう姿勢 
・身近な消費生活を中⼼に経済活動

の意義、市場における価格の決ま
り⽅や資源の配分など、市場経済
の基本的な考え⽅について理解す
ることができる。 

・現代の生産や⾦融などの仕組みや
働きを理解することができる。 

・勤労の権利と義務，労働組合の意
義及び労働基準法の精神について
理解することができる。 

・個人や企業の経済活動におけ
る役割と責任について多⾯
的・多角的に考察し，表現す
ることができる。 

・社会生活における職業の意義
と役割及び雇用と労働条件
の改善について多⾯的・多角
的に考察し，表現することが
できる。 

・経済活動の意義を学習する
上で、自分たちの消費生活の
視点から生活の実感を伴っ
て経済について興味関⼼を
持ち、課題を追究していこう
とする。 

 

４ 教材の特色－「観光」の視点から 

中心となる観光の要素：地⽅創生、観光産業、観光資源の創出、
持続可能な観光 

 
年々増加する外国人観光客（2014 年 1，000 万人→2018 年

3，119 万人）の実態を例に、⽇本の観光産業は今後の動向が注
目される。「私たちと現代社会」で学習した我が国の少子高齢化
を踏まえて地⽅の過疎化解決に向けた地⽅創生という⾯からみ
てみると地域経済を⽀える外国人観光客と観光資源開発という⾯は今後の経済活動にとって重要な視
点になると考えられる。また、同様に学習した「情報化」をベースに観光産業に光を当てれば、各種の
情報伝達手段の進展（スマホ、アプリ、チャット等）による外国人の相互ネット情報での訪⽇客の増加
や訪問地探索、観光資源の創生、副次的に観光に伴う農産物輸出額や商品購買額の増加などが考えられ
る。経済活動の視点からは訪⽇観光客の消費額の急増（2012 年 1 兆 0，846 億円→2018 年 4 兆 5，
000 億円）などは将来の我が国の経済発展を考える上で大きな趨勢であり、観光産業が次の世代の経済
活動の重要な位置を占める可能性があることには注目する必要がある。 

５ 指導計画（6 時間扱い） 
第 1 時 身近な消費生活から経済について考えよう 

 第 2 時 価格の働きについて考えよう 
 第 3 時 ⾦融の働きについて考えよう 
 第 4 時 日本の産業の特色と企業の役割について考える（本時） 
 第 5 時 企業の経済活動と社会的責任について考える 
 第 6 時 勤労の権利と義務について考える 
 

 
６ 本時（第 4 時間目／6 時間扱い） 

（1）本時の目標 
・現代の生産や⾦融などの仕組みや働きについて、仮想の町づくりを通じて考え、経済活動の具

体的なイメージを持つ。（知識、理解） 
・様々な経済主体（企業、家計、政府・地⽅公共団体）の⽴場から経済活動を考える視点（経済

的な⾒⽅・考え⽅）を持つ。（思考⼒、判断⼒、表現⼒の育成） 
 

（2）本時の展開 
  
 

 
 

 
 

過程 
○学習活動 

・学習内容、予想される児童の反応 
・指導上の留意点、☆資料 
【評価基準】（評価⽅法） 

導
入 

〇⽇本の経済を⽀えている産業、また、最近、成⻑が著しい産業
を挙げ、その要因を考える。 

・自動⾞産業 IT産業 石油化学産業 ロボット産業… 
・観光産業がこれほど大きな経済効果を上げているのは知らなか

った。 

☆各産業の最近１０年間の生産
額と伸びのグラフ 

・観光産業の生産額と伸びを抽
出しておく。 

☆新聞記事「政府の観光産業推
進政策」 

展
開 

 
 
・国内外から多くの観光客が来るようになり、ホテルや商店がで

きる。 
・周辺地域も含め、経済活動（モノやサービス、お⾦）が活発に

なる。 
 
〇観光地としての環境や施設の整備を整えて、発展させていくた

めに必要なモノやサービスを、各グループでカードに書きだす。 
・ホテル（旅館） 道路 交通手段・機関 お土産と販売店 ガ

イド（通訳） 案内所 観光パンフレット 警備 自然保護 運
輸通信 レンタカ－… 

 
 
・【前提】仮説の「地⽅のまち」

の状況を具体的に設定する。 
・人口 1 万人（高齢化率４割）

で、過疎化が進んでいた。 
・美しい海と自然豊かな山は残

されていた。 
・最近、良質な温泉を掘り当て、

大手の不動産会社が、国、県、
市と協⼒して観光開発に乗
り出した。 

ま
と
め 

〇各グループでカードに書いたモノやサービスがきちんと働き、
動き出すためには、さらにどんなモノやコトが必要になるか、
考える。 

○カードの裏に考えられるだけ書く。 
（次の時間に確認する） 

・道路⼯事に必要な人・モノ・
サービスなど、経済活動のつ
ながり（生産と消費）をイメ
ージさせる。 

・ホテル旅館の客となって考え
るなどのイメージを豊かに
する。 

【思判表】（カード） 

学習課題 
私たちが住む地⽅のまち（人口 1 万人）が観光地として開発さ
れたら、まちの経済活動にどのような影響があるだろうか。 


